
一
〇
月
一
日
か
ら
中
国
語
講
座
が

始
ま
り
ま
す
。
府
連
主
催
の
中
国
語

講
座
は
九
七
期
を
迎
え
ま
し
た
。
初

心
者
か
ら
上
級
者
ま
で
二
十
数
ク
ラ

ス
、
２
０
０
名
が
学
ん
で
い
ま
す
。

仕
事
や
趣
味
に
も
ニ
ー
ズ
が
高
い

中
国
語
を
は
じ
め
ま
せ
ん
か
！

中

国
語
を
学
ん
で
派
遣
か
ら
正
社
員
に

な
る
こ
と
が
出
来
た
生
徒
さ
ん
や
、

中
国
で
事
業
を
展
開
し
て
い
る
生
徒

さ
ん
も
お
ら
れ
ま
す
。
阪
急
梅
田
駅

茶
屋
町
出
口
か
ら
徒
歩
一
分
と
い
う

便
利
な
立
地
、
発
音
の
基
本
か
ら
文

法
、
日
常
会
話
の
完
成
を
め
ざ
す
、

親
切
丁
寧
な
授
業
が
特
徴
で
す
。

個
人
レ
ッ
ス
ン
も
開
設
し
て
い
ま

す
。
会
員
割
引
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
中
国
語
講
座
に
お
越
し
下
さ
い
。

（
授
業
の
見
学
は
無
料
で
す
）

初
心
者
の
た
め
の
の
中
国
語
無
料

レ
ッ
ス
ン
を
三
回
に
わ
た
っ
て
開
催

し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
中
国
語
を
学
ん

で
み
た
い
人
の
た
め
の
入
門
レ
ッ
ス

ン
で
す
。

誘
い
あ
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
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発
音
の
基
本
か
ら
日
常
会
話
の
完
成
ま
で

秋
の
中
国
語
講
座
十
月
一
日
か
ら
開
講

府連通信

七
月
に
片
山
さ
ん
の
後
を
引
き
継

い
で
理
事
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
四

年
間
、
東
京
に
単
身
赴
任
し
、
昨
年

九
月
か
ら
大
阪
で
活
動
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

今
年
の
府
連
大
会
は
、
日
中
国
交

回
復
四
〇
周
年
、
盧
溝
橋
事
件
・
南

京
事
件
か
ら
七
五
年
、
平
頂
山
事
件

八
〇
年
の
節
目
の
年
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
大
阪
府
連
は
結
成
六
〇
年
余
、

国
際
友
好
団
体
の
老
舗
と
し
て
大
阪

に
お
い
て
他
の
団
体
と
と
も
に
日
中

国
交
回
復
、
平
和
と
民
主
主
義
の
運

動
の
一
翼
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

い
ま
や
中
国
抜
き
の
日
本
経
済
は

考
え
ら
れ
な
い
し
、
国
際
政
治
で
の

中
国
の
役
割
・
影
響
は
ま
す
ま
す
大

き
く
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
身
近

な
国
、
隣
国
と
し
て
平
和
五
原
則
に

基
づ
く
草
の
根
の
交
流
が
、
今
以
上

に
盛
ん
に
す
す
め
ら
れ
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
尖
閣
諸
島
の
領

有
問
題
や
中
国
の
軍
事
力
増
強
な
ど

も
あ
っ
て
、
「
中
国
は
日
本
を
脅
か

す
有
害
な
国
だ
」
と
い
う
「
中
国
脅

威
論
」
が
マ
ス
コ
ミ
な
ど
を
中
心
に

報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
中
両
国
関

係
の
発
展
に
大
き
な
障
害
を
作
り
出

し
て
い
ま
す
。

侵
略
戦
争
の
反
省
・
謝
罪
も
な
く
、

い
ま
だ
に
つ
づ
く
日
本
政
府
の
「
中

国
敵
視
策
」
に
対
し
て
、
人
民
中
国

誕
生
か
ら
ず
っ
と
、
「
日
中
不
再
戦
」

を
掲
げ
、
草
の
根
の
日
中
友
好
を
協

会
は
進
め
て
き
ま
し
た
。
最
近
の

「
中
国
脅
威
論
」
に
対
し
て
は
、
そ

の
背
景
や
根
源
を
考
え
、
友
人
知
人

に
「
中
国
」
を
語
り
、
誤
解
を
解
き

ほ
ぐ
し
て
い
く
活
動
こ
そ
が
、
友
好

の
輪
を
広
げ
る
確
か
な
道
で
す
。

す
で
に
発
表
さ
れ
て
い
る
、
一
〇

月
の
「
漫
画
展
」
や
十
一
月
の
「
南

京
・･

･
･

平
和
の
旅
」
な
ど
以
外
に
、

近
年
弱
か
っ
た
「
中
国
へ
の
関
心
に

応
え
る
企
画
」
を
、
経
済
、
教
育
、

歴
史
な
ど
各
界
の
方
に
協
力
い
た
だ

い
て
、
学
習
会
や
講
演
会
を
計
画
し

取
り
組
も
う
と
、
渡
辺
会
長
を
先
頭

に
役
員
会
で
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

多
彩
に
行
事
を
組
ん
で
、
多
く
の

人
に
か
か
わ
っ
て
も
ら
う
中
で
会
員
・

準
会
員
を
迎
え
た
い
も
の
で
す
。

創
立
六
十
年
を
超
え
て
進
め
て
き

た
「
友
好
の
輪
」
を
い
っ
そ
う
広
げ

る
た
め
、
会
員
の
み
な
さ
ん
の
知
恵

と
力
を
府
連
に
お
寄
せ
く
だ
さ
る
こ

と
を
、
心
よ
り
お
願
い
し
ま
す
。

「
中
国
へ
の
関
心
に
応
え
る
企
画
」
を
旺
盛
に

理
事
長
就
任
に
あ
た
っ
て

松
尾

豊

10/11(木)～16(火)10時～18時・11日は13時～

梅田・芝田町画廊・資料代500円

戦争を体験し、日本に引き揚げ

てきた、少年達の目に映った、

中国の人々や風景、戦争直後の

日本の様子が描かれています。

中国からの引き揚げ漫画展

11/16(金)～20(火)

関空発着

旅行代金：134000円

燃油・諸税など17000円

全行程添乗員同行

旅行企画：日中友好協会大阪府連合会

「南京・揚州・鎮江・上海」平和の旅

初心者のための中国語無料レッスン
①９/２５（火）10：00～11：30

②９/２５（火）18：30～20：00 参加費無料
③９/２９（土）10：00～11：30

会場：梅田・茶屋町

日中友好協会中国語教室

定員：各講座１５名

お申し込みはお電話で

TEL：06-6372-8131

FAX：06-6372-8132
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八
月
二
十
日
、
徳
道
光
宏
君
が
急

逝
し
た
。
そ
の
報
に
接
し
た
時
、
と

て
も
信
じ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

「
こ
の
前
ま
で
一
緒
に
太
極
拳
を
や
っ

て
い
た
で
は
な
い
か
」

「
三
月
に
一
緒
に
中
国
・

貴
州
省
に
行
っ
た
で
は
な

い
か
」
と
、
今
で
も
彼
の

急
逝
を
信
じ
る
こ
と
が
出

来
な
い
。

私
は
、
彼
が
大
阪
国
公

の
役
員
を
し
て
い
た
当
時

か
ら
知
っ
て
は
い
た
が
、

親
し
く
付
き
合
う
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
四
年
前
、
私
が
太
極

拳
・
難
波
教
室
に
通
う
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

太
極
拳
の
練
習
が
終
わ
る
と
、
近

く
の
中
華
料
理
屋
で
一

杯
飲
む
の
が
習
慣
で
、

私
も
参
加
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
国
税
出
身
の

彼
が
注
文
か
ら
勘
定
ま

で
仕
切
っ
た
。
彼
は
中

国
語
も
達
者
で
、
中
国

に
五
〇
数
回
も
行
っ
た

こ
と
の
あ
る
「
通
」
で

あ
る
。

三
年
前
に
は
瀋
陽
か
ら
集
安
へ
の

旅
行
に
一
緒
に
行
き
、
同
室
で
い
ろ

い
ろ
話
を
聞
か
せ
て
も
ら
っ
た
。
帰

国
前
日
、
瀋
陽
で
私
が
突
然
発
熱
し

た
時
に
は
、
瀋
陽
大
学
付
属
病
院
に

連
れ
て
行
っ
て
も
ら
い
大
変
お
世
話

に
な
っ
た
。
そ
し
て
今
年
三
月
に
は

貴
州
省
に
一
緒
に
行
き
、
今
回
も
同

室
で
遅
く
ま
で
一
杯
飲
ん
だ
。

彼
は
顔
に
似
合
わ
ず
（
故
人
に
怒

ら
れ
る
が
）
大
変
気
配
り
が
き
き
、

優
し
い
好
人
物
で
、
み
ん
な
か
ら
信

頼
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
か
ら
ま
た
一

緒
に
中
国
に
行
き
、
い
ろ
い
ろ
教
わ

り
た
か
っ
た
し
、
付
き
合
い
を
深
め

た
い
と
思
っ
て
い
た
矢
先
の
急
逝
で

残
念
で
な
ら
な
い
。

徳
道
君
、
安
ら
か
に
お
眠
り
下
さ
い
。

徳
道
君
の
急
逝
を
惜
し
む

金
治

貞
男

（
元
大
阪
府
職
労
委
員
長
・
太
極
拳
難
波
教
室
）

徳道・金治・尾中さんと３月貴州省へ

残留孤児の生活は、新支援法により改善されまし

たが、中国「残留孤児」が死亡した後も、配偶者が

その生活水準を維持できるよう、新支援法を改正し

て、手厚い支援を求めて請願署名を集めています。

みなさんのご協力をお願いします。

中国「残留孤児」の配偶者の
生活支援を求める請願署名！

中
国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
＝
国
内
総
生
産
に

占
め
る
民
間
最
終
消
費
の
割
合
は
、

実
は
、
改
革
開
放
政
策
が
始
ま
っ
た

１
９
８
０
年
代
初
期
に
は
五
〇
％
台

に
乗
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
後

経
済
成
長
と
と
も
に
三
五
％
前
後
に

落
ち
込
ん
で
き
て
い
る
の
で
す
（
２

０
１
０
年
数
値
）
先
進
国
は
六
〇
～

七
〇
％
に
達
し
て
い
ま
す
。

増
え
た
筆
頭
が
投
資
割
合
で
四
九

％
、
日
本
の
倍
近
く
あ
り
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
や
万
博
を
挟
ん
で
、
中
国
至

る
所
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
、
高
速
道

路
や
高
速
鉄
道
の
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
が

思
い
起
こ
さ
れ
ま
す
。
あ
あ
、
日
本

の
高
度
成
長
期
と
一
緒
な
ん
だ
と
思

わ
れ
が
ち
で
す
が
、
日
本
の
場
合
は

そ
の
過
程
で
経
済
格
差
が
縮
小
す
る

時
代
に
入
っ
た
の
で
す
。
中
国
は
よ

く
紹
介
さ
れ
る
よ
う
に
、
都
市
と
農

村
の
所
得
格
差
は
三
倍
以
上
あ
り
、

ま
だ
格
差
拡
大
傾
向
に
歯
止
め
が
か

か
っ
て
は
い
ま
せ
ん
。

経
済
格
差
の
存
在
を
最
も
端
的
に

示
す
の
が
ジ
ニ
係
数
と
い
う
統
計
で

す
。
こ
れ
は
全
人
口
の
そ
れ
ぞ
れ
の

所
得
が
平
等
に
分
布
し
て
い
る
の
か
、

不
平
等
に
分
布
し
て
い
る
の
か
を
計

算
し
て
表
す
も
の
で
、
０
～
１
の
間

の
数
字
で
示
さ
れ
ま
す
。

全
人
口
の
所
得
が
完
全
に
平
等
で

あ
れ
ば
ゼ
ロ
、
全
人
口
中
た
っ
た
一

人
が
社
会
の
全
所
得
を
独
占
し
て
い

る
と
い
う
究
極
の
不
平
等
の
場
合
は

一
と
示
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
実

際
に
は
各
国
の
ジ
ニ
係
数
は
〇
、
二

と
か
〇
、
六
と
い
う
数
字
で
出
ま
す
。

大
ま
か
に
表
す
と
、
デ
ン
マ
ー
ク

は
〇
、
二
五
、
日
本
〇
、
三
五
、
ア

フ
リ
カ
の
多
く
の
国
は
〇
、
六
と
い

う
ふ
う
に
。
経
験
則
的
に
は
、
ジ
ニ

係
数
が
〇
、
五
（
警
戒
ラ
イ
ン
）
を

超
え
る
と
、
そ
の
国
の
政
策
が
変
更

さ
れ
な
い
限
り
、
社
会
不
安
や
内
乱
、

ク
ー
デ
タ
ー
と
い
っ
た
社
会
の
危
機

状
況
を
迎
え
て
し
ま
う
、
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

中
国
で
は
最
近
ジ
ニ
係
数
の
デ
ー

タ
を
公
表
し
な
く
な
っ
て
い
る
の
で

す
が
、
世
界
銀
行
が
発
表
し
た
２
０

０
４
年
の
中
国
の
ジ
ニ
係
数
は
〇
、

四
七
と
警
戒
ラ
イ
ン
に
近
づ
い
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

こ
の
時
点
で
の
所
得
分
布
は
、
全

人
口
の
二
〇
％
を
占
め
る
上
位
所
得

層
が
、
全
社
会
の
所
得
の
五
二
％
を

占
有
し
、
全
人
口
の
四
〇
％
を
占
め

る
下
位
所
得
層
は
、
全
社
会
の
所
得

の
十
二
、
八
％
し
か
得
て
い
な
い
状

態
に
あ
り
ま
す
。

華
や
か
な
高
度
成
長
を
謳
歌
し
て

い
る
よ
う
に
見
え
て
も
、
多
く
の
人
々

が
そ
れ
か
ら
取
り
残
さ
れ
た
ま
ま
で

い
ま
す
。
そ
れ
が
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
占
め
る

「
民
間
最
終
消
費
」
の
割
合
を
押
し

下
げ
続
け
て
い
る
の
で
す
。

中
国
経
済
ト
ピ
ッ
ク
ス
②

副
会
長
・
山
本
恒
人

伸
び
悩
む
消
費
、
格
差
拡
大
傾
向
に
歯
止
め
か
か
ら
ず

大
阪
き
り
え
セ
ン
タ
ー
で
の
開

催
は
、
五
回
目
と
な
り
、
最
優
秀

作
、
会
長
賞
、
優
秀
作
品
の
十
二

点
と
、
大
阪
か
ら
の
出
品
で
、
佳

作
四
点
、
入
選
四
点
を
展
示
し
ま

し
た
。

八
月
十
五
日
か

ら
八
日
間
の
会
期

で
入
場
者
は
六
〇

名
で
し
た
。
「
力

作
が
そ
ろ
っ
て
い

ま
す
ね
」
「
表
現

方
法
に
も
工
夫
が

み

ら

れ

ま

す

」

「
も
っ
と
大
き
な

作
品
で
、
来
年
は

挑
戦
し
て
み
た
い
」
「
い
つ
も
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
」
等
々
、
感

想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
二
八
日

か
ら
平
和
美
術
展
も
開
催
さ
れ
、

き
り
え
も
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

全
国
き
り
え
コ
ン
ク
ー
ル
秀
作
作
品
展

きりえ展

関西平和美術展


